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長崎県におけるインフルエンザの疫学調査（２００1 年度） 
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  は じ め に 

 インフルエンザは、インフルエンザウイルスＡ、Ｂ及

びＣ型のウイルスが鼻咽頭粘膜に感染増殖した結果

生じる呼吸器系感染症である。Ａ型は流行をおこしや

すく、とくに世界的な大流行の原因となる。Ｂ型はＡ型

と同じく、流行を起こしやすいが、その流行の範囲は

地域的あるいはそれ以上の広範なものの場合が多い。

Ｃ型は、散発例の原因としてよく知られ、流行を起こし

てもきわめて限局的な範囲に留まることが多い。

1） 

 今年度もこれまでと同様、厚生労働省の感染症流

行予測事業に併せて、本県におけるインフルエンザ

流行予測調査の一環として、流行状況を把握する目

的で疫学調査を実施したので、その状況を報告す

る。 

 

  調 査 方 法 

１．流行予測感染源調査 

 散発事例については、インフルエンザ流行予測調

査の一環として、2001 年 12 月～ 2002 年 6 月の期間

において、長崎市内の内科医療機関の２定点で採取

されたインフルエンザ様疾患患者の咽頭ぬぐい液、

及び感染症発生動向調査事業の一環として県内の

小児科医療機関 11 定点等から採取された咽頭ぬぐ 

 

 

い液について、ウイルス分離を実施した。 

集団発生事例については、学校施設等におけるイン

フルエンザが原因と疑われる集団事例のうち、 県内

各保健所管内の初発事例について、有症者のうがい

水を採取しウイルス分離を実施した。 

２．ウイルス分離の方法 

 既報

2）

に従って実施した。 

３．分離したウイルス株の同定 

 1) 赤血球凝集抑制（以下「ＨＩ」と略す）試験 

 国立感染症研究所（以下「感染研」と略す）より分与

された次に示す感染フェレット抗血清を用いてＨＩ試

験を実施した。 

Ａソ連（Ｈ１Ｎ１）（以下「Ａソ連」と略す）型 

 ・Ａ/Moscow/13/98 

 ・Ａ/ＮewＣaledonia/20/99 

Ａ香港（Ｈ３Ｎ２）（以下「Ａ香港」と略す）型 

 ・Ａ/Ｐanama/2007/99 

Ｂ型 

 ・Ｂ/Johannesburug/5/99 

 ・Ｂ/Ａkita/27/2001 

 また、ＨＩ試験に使用した血球は、0.75％モルモット

血球浮遊液を用いた。 

  2)  RT-PCR（以下「PCR」と略す）検査 
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表 1 月別検体数及びウイルス分離状況 

 12 月 1 月 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 合計 

長崎市内 1/4 56/82 22/43 5/9 1/1   85/139 

西彼地区    1/10    1/10 

県央地区 0/2 6/12 3/9  2/9   11/32 

県南地区 2/2 8/8 12/26 18/29  17/25 2/3 59/93 

県北地区  3/10 2/4     5/14 

佐世保市 0/5 4/8  24/47 1/1 0/2  29/63 

五島地区    3/10    3/10 

合計 3/13 77/120 39/82 51/105 4/11 17/27 2/3 193/361 

ウイルス分離数/検体数 
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図 1 県内でのウイルス分離状況 

 

Ｂ型の遺伝子検査を、ＮＳ遺伝子のＰrimer を用いて、

Ｃlass ECJ ら

3）

の方法に準じて検査を行った。 

 3)  Primer(5’to3’) Product:241bp 

Ｂ２Ｒ： 

ＡＴＧＧＣＣＡＴＣＧＧＡＴＣＣＴＣＡＡＣ 

Ｂ2： 

ＴＧＴＣＡＧＣＴＡＴＴＡＴＧＧＡＧＣＴＧ 

 

   

  調 査 結 果 及 び 考 察 

表 1 に散発事例及び集団発生事例を合わせた検

査検体数及びウイルス分離成績をまた、図 1 に県内

のウルスの分離状況を示す。今シ－ ズンにインフルエ

ンザウイルスが最初に分離されたのはＡソ連型ウイル

スであり、2001 年 12 月 27 日に長崎市内の医療機関

を受診した患者から分離された。 

インフルエンザ様疾患の疑いで搬入された検体
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241bpp 

表 2 集団発生施設における検査成績 

施設名 発生日 分離数/検体数 血清型 

鷹島町：中学校 2002/1/30 3/10 Ａソ連型(2)、Ｂ型(1) 

口之津町：小学校 2002/2/5 3/11 Ａ香港型 

高木町：小学校 2002/2/26 3/9 Ｂ型 

富江町：小学校 2002/3/4 3/10 Ａソ連型 

長与町：小学校 2002/3/12 1/10 Ｂ型 

諫早市：小学校 2002/4/16 2/9 Ｂ型 

深江町：小学校 2002/5/29 4/10 Ｂ型 

（）内は分離数を示す 

 

 

は 361 検体で、そのうちＡソ連型 96 株、Ａ香港

型 25 株、Ｂ型 72 株が分離された。  

 本県における 2001/02 シ－ ズンの流行は、図１に示

すように、1 月はＡソ連型を主流とし、それそれにＡ香

港型が混合し、３月はＢ型を主流としＡソ連型、Ａ香港

型が混合した流行であったと推察された。４月には検

体数も減少し、主流行は３月でほぼ終息したと推測さ

れた。しかし、４月中旬～ ５月にかけて流行規模は小

さいものの、Ｂ型を主流として再び流行がみられ６月

初旬まで続いた。表 2 に同時期県内の小学校におけ

る集団発生事例における検査成績を示す。このように

本県では、例年と異なる流行状況が見られた。 

 分離されたウイルスの同定は、感染研から分与され

たフェレット抗血清を用いてＨＩ試験を行った。分離し

たＢ型株は、すべて抗血清Ｂ/Akita27/2001（ホモ価

1:160）と反応したが、HI 価は 1：40 と低く、確認のため

PCR 検査を行った。 

分離したＢ型ウイルス 72 株のうち無作為に３株 

選んだ。Ｂ型の対照（陽性コントロ－ ル）として県内で

1999 年に分離された株、陰性対照として蒸留水を用

いた。図 2 に示すとおり、分離した３株のウイルスは、

Ｂ型の対照株と同じ 241ｂｐの位置にバンドが認められ

たことからＢ型ウイルスと判定した。 

 

   ま と め 

 1. 今シ－ ズン中は、インフルエンザ様疾患の疑     

   いで当所に搬入された検体は 361 検体で、そ 

 

 

 

 

 

 

 

    

   れらの検体からＡソ連型 96 株、Ａ香港型 25 

   株、Ｂ型 72 株が分離された。集団発生は 7 

   施設を検査し、Ａソ連型が 5 名、Ａ香港型３ 

   名、Ｂ型が 11 名から分離された。 

2.本県でのインフルエンザの流行は、ウイルスの分

離比が、Ａソ連型 49.7％、Ａ香港型 13％、Ｂ型

37.3％で３種類のウイルスの混合型であった。 

3.今シ－ ズン分離されたＢ型株は、ワクチン株のＢ

/Akita27/2001 の抗血清（ホモ価 1:160）と反応した

が HI 価は 1：40 と低く、判定困難であったため、

確認のため PCR 検査を行いインフルエンザＢ型ウ

イルスと判定した。 

 

Ｍ Ｐ 2 3 4 Ｎ Ｍ 

Ｍ：マ－ カ－  Ｐ：Ｂ型対照株 

２～ 4：分離株 Ｎ：蒸留水（陰性対照） 

図 2(DNA fragments by RT-PCR) 
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